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衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
の
採
決
に
お
け
る
法
務
副
大
臣
な
ら
び
に
法
務
大
臣
政
務
官
の

投
票
な
し
に
関
す
る
質
問
主
意
書

五
月
二
十
三
日
、
衆
議
院
本
会
議
で
政
府
の
提
出
し
て
い
る
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
の
討
論
、
採
決
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
本
会

議
で
の
投
票
に
関
し
て
、
金
田
法
務
大
臣
は
出
席
し
賛
成
票
を
投
じ
て
い
る
も
の
の
、
盛
山
法
務
副
大
臣
と
井
野
法
務
大
臣
政

務
官
は
、
「
投
票
な
し
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
十
四
日
の
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
は
、
政
府
を
代
表
し
て
金
田
法
務
大
臣
は
、
「
組
織
的
な
犯
罪
の
処

罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
御
説
明
い
た
し
ま

す
」
、
（
略
）
、
「
何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
の
採
決
に
関
す
る
法
務
省
政
務
二
役
の
姿
勢
に
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

五
月
二
十
三
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
採
決
で
は
、
盛
山
法
務
副
大
臣
お
よ
び
井
野
法
務
大
臣
政
務
官
は
、
法
務
省
の
政

務
二
役
の
立
場
を
優
先
し
、
衆
議
院
議
員
と
し
て
の
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
の
採
決
を
放
棄
し
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

こ
の
衆
議
院
本
会
議
で
の
記
名
採
決
時
に
は
、
法
務
副
大
臣
と
法
務
大
臣
政
務
官
は
、
参
議
院
法
務
委
員
会
で
の
答
弁
を

一



行
っ
て
い
た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

三

政
府
を
代
表
し
て
、
法
務
大
臣
が
「
何
と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
を

い
た
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
法
案
の
採
決
に
法
務
副
大
臣
と
法
務
大
臣
政
務
官
が
本
会
議
を
欠

席
し
、
投
票
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
道
義
的
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

金
田
法
務
大
臣
は
、
五
月
二
十
三
日
の
記
者
会
見
で
、
「
テ
ロ
を
含
む
組
織
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、
こ
れ
と
戦
う
た
め

の
国
際
協
力
を
可
能
と
す
る
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
締
結
は
急
務
で
す
。
政
府
と
し
て
は
、
本
法
案
に
つ
い
て
、
今
後

と
も
十
分
な
御
審
議
を
頂
い
た
上
、
で
き
る
限
り
早
く
成
立
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る

が
、
責
任
を
も
っ
て
法
案
審
議
を
行
い
、
「
で
き
る
限
り
早
く
成
立
」
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
来
、
法
務
省
の
政
務
三
役

は
揃
っ
て
テ
ロ
等
準
備
罪
法
案
の
採
決
に
臨
み
、
こ
の
激
し
い
論
争
の
あ
る
法
案
に
、
ま
ず
率
先
し
て
自
ら
が
賛
成
票
を
投

じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

当
該
法
案
の
採
決
に
法
務
副
大
臣
と
法
務
大
臣
政
務
官
が
本
会
議
を
欠
席
し
、
投
票
を
放
棄
し
て
い
る
の
に
、
「
テ
ロ
を

含
む
組
織
犯
罪
を
未
然
に
防
止
し
、
こ
れ
と
戦
う
た
め
の
国
際
協
力
を
可
能
と
す
る
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
締
結
は
急

務
で
す
。
政
府
と
し
て
は
、
本
法
案
に
つ
い
て
、
今
後
と
も
十
分
な
御
審
議
を
頂
い
た
上
、
で
き
る
限
り
早
く
成
立
さ
せ
て

二



い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
て
も
説
得
力
を
欠
く
も
の
で
、
本
当
に
当
該
法
案
の
成
立
が
急
務
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、

政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


